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知らない町を歩いていて、急に
尿意をもよおして困ったという経験
は、誰でも一度や二度はある。そ
んな時、公衆便所に出くわすとホッ
とするものだ。そこで公衆便所の
ルーツをさぐってみよう。
日本の公衆便所のルーツは桃山
時代まで遡

さかのぼ

ることができる。永禄 6
（1563）年に来日し、慶長 2（1597）
年、長崎で没したポルトガル人宣教
師フロイスが、その著『日欧文化比
較』の中で、「欧州人の便所は家屋
の後の方のなるべく人目につかない
場所に設けられているのに、日本人
の便所は家の前にあって、すべての
人に開放している」と記し、ヨーロッ
パではあまり見られないもののひと
つとして、路

ろ ぼ う

傍の公衆便所の存在に
注目している。ヨーロッパの都市で
は、日本の江戸時代中期にあたる
18世紀になっても、おまるの中身を
家の窓から往来に投げ捨てる人が多
く、道路には異臭があふれていたと
いう。当時来日したヨーロッパ人は、
日本の都市は世界的にみても最も

清潔である、と口
をそろえて誉めて
いるが、清潔さを
保っていたシステ
ムのひとつに、こ
の路傍便所の存
在を考えることが
できよう。
江戸時代の路
傍便所は西高東
低、つまり上方
に多く普及してい
たらしい。それは
『守貞漫稿』という随筆に、「京坂は
路傍諸

しょし ょ

所尿桶を置て往来人の尿を
棄す…江戸は路傍に尿所稀

まれ

にあるの
み」と記されていることからも窺

うかが

え
る。実際、『今昔較』という書物に
よれば、江戸八百八町では真昼間
から誰構うことなく往来のまん中で
行い、誰もこれを咎

とが

める者はなかっ
たとあるから、路傍便所は稀だった
ようだ。
これに対して京都では、四

よつつじ

辻の木
戸脇等に桶を置いて辻便所とした。

ここは男性だけでなく、美しい京
女も堂々と利用していた。江戸の
戯
げ さ く し ゃ

作者曲
きょくてい

亭馬琴はその様子を「京の
家々厠の前に小便担

た ご

桶ありて、女も
それへ小便をする故に、富家の女
房も小便は悉

ことごと

く立て居てするなり。
（中略）或

あるい

は供 2、3人つれたる女、
道ばたの小便担桶へ立ながら尻の
方をむけて小便をするに耻

はじ

るいろな
く笑ふ人なし」と書いている。東男
の馬琴は年来あこがれていた京女
の別の一面をみて、びっくり仰天し
たことであろう。
大阪では市制が施行された明治
22（1889）年、市内に「路傍便所」と
称する公衆便所が、なんと1500ヵ
所も存在していたというから、上方
の路傍便所の伝統は、近代になっ
ても脈々と受け継がれていたので
ある。

   北国小便という小
こばなし

咄がある。雪の
日の夜中に、小便に行きたくなって
目がさめた。便所は屋外にあるの
で、起きて雨戸をあけようとしたが、
凍りついていてあかない。仕方が
ないので敷居へ小便をかけて氷を
とかして戸をあけた。「これでよし」
と表へ出たら、用がなかった。
　この咄は北国の外便所を取材した
ものであるが、ごく最近まで見られ
た農家の便所は、室内ではなく屋
外にあり・主屋と離れたところに別
棟の便所を建てたり、背戸口近くの
軒下や、納屋、長屋門の端に設け
る場合もあった。また小便所を門

かどぐち

口
の脇に作り、門

かどわき

脇便所あるいは戸
と ぐ ち

口
便所と称するところもあった。便所
の古語である厠の語源のひとつに、
「厠＝側屋」説があり、「厠は母屋の
中に設くべきものに非ず、必ず離れ
屋か又は縁側の端などに在るべき物
なり」と説かれているが、この説の
当否はともかく、その内容は外便所
のありようとよく符号している。
　こうした外
便所の形式は、
農家にとっては
必要なもので
あった。江戸中
期の元禄（1688
～1704）頃の著
作になる『百姓
伝記』という農
業啓蒙書には、
便所と大小便
の利用に関し

てわざわざ一巻を割き、つぎのうよ
うに述べている。
  「大小便は土を肥やし、作物を養
う効果をもっているから、良い作物
を作って諸民を養うことを天職とす
る農民は、これを粗末にしてはいけ
ない。便所は主屋の近くだけでなく、
屋敷地の隅、田畑の近くにも小さな
ものをこしらえて、あらゆる機会を
とらえて大小便を集めるべきだと
説いている。そして便所を設ける方
角としては、大小便の腐敗を早く進
ませるように、東南の陽気をうける
ところを選ぶよう指導し、便所の構
造は雨が入らないようにと注意をし
ている。せっかくの肥に雨が入りこ
んだら薄くなって利き目が悪くなり、
桶も早く腐るというわけである」
　つまり農家の外便所は、排泄物を
農業生産に活用するという点におい
て、きわめて合理的な便所であり、
また実際、農作業の合い間に泥の
ついたままの姿で、気兼ねなく利用
できる便利な面もあった。先ほど紹

介した門脇便所などは、家人だけで
なく来客の分まで集めて肥料にしよ
うという涙ぐましい工夫のあととみ
ることもできる。
　しかし外便所は農業生産を強調
する余り、生活上の利便性を犠牲に
したともいえる。昼間はともかく、
夜間使用するとなると遠く、暗く、
そして冬場は寒い。寒さについて
は、北国小便は小咄のおちがつく
だけで良いが、それどころではな
い場合もある。屋内便所が普及し
た今日でも、便所は脳卒中の発生
場所の第2位にランクされているか
ら、外便所の恐ろしさはそれをはる
かに上回るものであることが容易に
想像できよう。
   外便所の不便さをいうなら、さし
ずめ「遠・暗・寒」であろうか。
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[出典]

▲軒便所：農家入口の小便所（吉田家住宅・便利堂刊『京郊民家譜』より）
▲門脇便所：大庄屋門口の小便所（主婦と生
活社刊『滅び行く民家』より）

▲町木戸際の小便担桶（日本かわや図絵）・『図録・都市生活史事典』所引・
柏書房刊）

庶民生活と便所


